
第26回旧RD最終処分場問題連絡協議会

平成30年10月22日

資料 3

工事等の進捗状況について

平成30年度の工事施工箇所について

撮影日 平成30年10月2日

・選別土仮置

A工区

・底面・側面遮水工
・鉛直遮水工
・選別土埋戻工

・廃棄物土掘削工
・底面・側面遮水工
・底面排水工 ・選別土埋戻工

・選別土積込

埋戻し可能物

・有害物掘削除去

・鉛直遮水工
・洪水調整設備工
・選別土埋戻工

B工区

・廃棄物土掘削工
・底面・側面遮水工 ・底面排水工
・選別土埋戻工 ・工事用進入路設置

E工区

・有害物掘削除去

CDFG区画 選別処理施設
水処理施設

・運転管理
・選別した廃棄物は場外搬出
・処理した水は下水道へ

C工区

D工区

KL区画
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平成30年度 工程表(案)

※現時点の工程であり、天候や作業状況等により変更が生ずる場合があります。

鉛直遮水工、側面遮水工の範囲

掘削面の地質状況を踏まえた
鉛直遮水工の延伸範囲

Ｂ工区

Ｃ工区

Ｃ工区付近概略平面図

側面遮水工
（変更位置）

【第23回連絡協議会資料(H30.2.23開催) 】
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● No.0-13.5付近で水を多く含み軟弱な掘削法面の崩落が発生し掘削を中断している。
No.0以降においても同様に掘削法面の崩落が発生し対応に苦慮することが想定される。
● 粘性土層の位置が当初想定より深く、砂質土層が厚いことも一因と考える。
● No.2からNo.3付近では粘性土層が50cmから1m程度で掘削により盤膨れの発生が懸念される。
● これらの範囲では、側面遮水工から掘削を必要としない鉛直遮水工に変更して施工を行う。
● なお、旧ＲＤが処分した廃棄物は全て掘削除去を行う。

写真－１ Ｃ工区状況写真

Ｃ工区法面崩落（全景）
H29.12.27 撮影

Ｃ工区法面崩落（崩落部）
H29.12.18 撮影

図－５ 側面遮水工計画図（想定）

砂質土層

沖積層
粘性土層

廃棄物土

No.0

掘削法面の崩落箇所

掘削法面

【第23回連絡協議会資料(H30.2.23開催) 】

土質調査結果
平面図

縦断図
(西側)

※既往資料、土質調査結果等に基づく想定地質であるため、実際とは異なる場合があります。

【結果】
●事前の土質調査により、以下の２点が判明。

①調査孔C-5で現地盤高(EL=131.9m)から約6m
付近(EL=125.9m)まで家庭系ごみが埋め立てられ
ていた。

②二次対策工事で実施する遮水工の外側に家庭
系ごみが帯水層(沖積層、砂質層)と接している。

EL=140.0m

EL=130.0m

EL=120.0m

Kc3

Ks3

A

【現場見学会説明資料(H30.3.6開催) 】
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